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あじま～
情報交差点・心と心の交わり

大宜味村教育委員会

電話４４－３００６

FAX ４４ー３０２０

　11 月 11 日（ⅆ）、大宜味小学校多┠ⓗ室において１年生とでい

。が行われました「きとなかよしこうりゅうかい࠶」による⤌ࡈ

　஺ὶ఍では１年生が来年ධ学してくるでいࡈ⤌のお཭㐩と一⥴に

の種など秋のもの࣒ࢿンࢠ、っくりࡰーの葉っぱやᯇࢧー࢕ࢹ࣡ࢡ

を使い「かんࡴり」、「ࢿッࢡレス」、「࡬んしん」、「きのみのこま」、

「まつࡰっくりࡅんࡔま」にᣮᡓ。１年生とでいࡈ⤌で࣌࢔を⤌ん

でࡑれࡒれのࢥーࢼーを楽しみました。

　ᕤ作や㐟ࡧなど楽しいࢥーࢼーがたくさん用意され、１年生はᕤ作のおᡭఏいをしたり、こまや

。ートし㢗もしいጼをぢせてくれました࣏ࢧさんをしっかり⤌ࡈ方をᩍえたり、でいࡧん⋢の㐟ࡅ

̜き̥͂̈́͢しこ̠りゅ̠̥̞

ˍ年୆がࢃ෺ͬサεーΠし̈́がͣ࢐ၠ
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おおぎみ展・空飛ぶ図書館３

 読書の秋…、本の楽しさに触れる一時　空飛ぶ図書館開催

　11 月１日（土）、旧大宜味小学校つどい室において「大宜味村 空

飛ぶ図書館」が開催されました。

　年に一度行われるこのイベントでは沖縄県立図書館から料理や健

康、子育てや LGBTQ に関する本など 729 冊の本を用意。絵本も多種多

様に揃えており、POP つきの青山学院大学生おすすめの本も貸し出さ

れました。この日、子どもから大人までのべ 68 名が来場し読書の秋

を堪能しました。

　また、青山学院大学生による読み聞かせや紙芝居、ブレスレットや葉っぱのおもちゃづくりも行わ

れました。楽しいお話と自分で作ったとっておきのおもちゃに訪れた子どもたちも満面の笑み♪

　様々なジャンルの本に触れ大人たちも新たな興味・関心を、持つことができ子どもも大人も大満足

の空飛ぶ図書館となりました。

 村内の芸術家たちが大集結！　第 51 回おおぎみ展開催

　11 月１日（土）～２日（日）、旧大宜味小学校体育館において第 51

回おおぎみ展が開催されました。

　村内の子どもから大人まで、絵画や陶器、写真、民芸など多岐にわ

たり個人 11 名、12 団体の作品が出展。

　２日間で199名の方が来場し、村内の芸術家の作品に魅了されました。

　また、親子体験講座として１日、２日の両日に「木の小物を作って

みよう」、２日に「お絵かき講座」が行われました。小物づくりでは小

さな木のパーツを使って動物を作り、お絵かき講座では種類によって

違う色の土の絵の具を使い、生きものや文字を描き自分たちの思いを

表現しました。

　鑑賞することも楽しめ、実際に芸術に触れることでより興味・関心

を持てるおおぎみ展となりました。

２しまんちゅ芸能

令和７年度しまんちゅ芸能

　11 月 1 日（土）、大宜味村農村環

境改善センターにおいて、令和７年

度しまんちゅ芸能が開催されました。

　子どもから大人まで踊りや歌、楽

器演奏など技や日頃の練習の成果を

披露し、訪れた人たちを沸かし感動

を与えてくれました。

大正琴：琴修会くがにー

加那ヨー・浜千鳥：大兼久琉舞サークル

ハンドベル：こもれび music

フラダンス：パパフラ オ やんばるオハナ

カラオケ：老人会

バンド：やんばる島情バンド

ギター弾き語り：PBIS ピアノ弾き語り：Yuta

バンド：やんばるギター合奏団
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図書室情報 θ76　2�25 年（令和 7年）12 月
大宜味村図書室（旧㆟఍Ჷ）

大宜味村字大වஂ 157 ␒ᆅ　�98��������9　

12 月図書室カレンダー　閉室日 ：

利用状況累計　（2019 年 9 月～）

〇来室者数…のべ 4,576 人

〇貸出冊数…7,351 冊

〇登録者数…１98 人

11 月の統計（11/20 まで）

〇来室者数…のべ 57 人

〇貸出冊数…87 冊

『ソウル・サーチン』新里堅進 / 著・リイド社

『カラー化写真で見る沖縄』ホリーニョ / 編・ボーダーインク

『昭和１６年夏の敗戦』猪瀬直樹 / 著・中央公論新社　

『２２を超えてゆけ』辻麻里子 / 著・ナチュラルスピリット　

『防災リュックはじめて BOOK』二荷智也 / 著・徳間書店

『殺し屋の営業術』野宮有 / 著・講談社

『すべてを蒸したいせいろレシピ』りよ子 / 著・Gakken

『沖縄の家 MORE』

新 着 図 書　寄贈★リクエストありがとうございます

現在の蔵書数…9,280 冊📚

　大宜味村ᩍ育ጤဨ఍では、ᅜの㐍める「学校におࡅるാき方改㠉」にᇶづき、ᩍ⫋ဨが心㌟ともに健康をಖち、

ඣ❺生ᚐ࡬のᩍ育ά動により一ᒙᑓᛕできる環境づくりを㐍めております。

　この一環として、ᩍ⫋ဨの㛗᫬間ປാを᫝ṇし、໅ົ᫬間とఇ᠁᫬間を᫂☜に༊ูするため、校ົ᫬間እの学

校ᅛᐃ㟁話࡬のᑐᛂを௨ୗのとおりኚ᭦させていたࡔきます。

　ಖㆤ⪅・ᆅᇦのⓙ様には、㊃᪨をࡈ理ゎいたࡔき、ࡈ༠ຊくࡔさいますようお㢪い⏦しୖࡆます。

ఝに̞̾̀ۼのഩდచ؊時ࢷڠ /ˍ

೰さ̵̞̀た̺きま̳ȃࡠ内にۼ時ྩ޲૖֥のޗ、͉؊のഩდచࢷڠ　　

　　　ɛഩდచ؊خ能：໹඾ ７：ːˑȡˍ７：ˍˑȪಿۼܢުݝܢの໹඾ ˔：ˍˑȡˍ˒：ːˑȫ

　　　ɛഩდచ؊ະخ：໹඾ˍ７：ˍˑȡ ７：ːˑ

　　　　　　　　　　　ാဟ඾・඾ဟ඾・ਿ඾・ࢷڠ໾಩඾・࣐ࢷڠমの૦ఢݝ඾ ൝

時のႲ၁ఘଷに̞̾̀ݢ޽ /ˎ

　　঱ൺ୆രの୆ྵにͩ۾るݢ޽মఠȪম࡬、মغ、࠯ब൝のबٺอ୆ȫがอ୆したા合にࡠり、

　　ոئのႲ၁୶̮ͬ၌ဥく̺さ̞ȃ

　　　ɛྵにͩ۾るͬݢ޽ါ̳るા合 　　　࠙ख़：111 ๔ 　　કཡ・11：ݢݣ: ๔

　　　ɛ͒ࢷڠのݢ޽のႲ၁がຈါ̈́ા合 　大ܽྙ村村֗ޗտ֥会：1:91.55.4117

　ᩍ⫋ဨが健康を⥔持し、㉁の㧗いᩍ育をᥦ౪するためには、໅ົ᫬間とఇ᠁᫬間を☜ಖすることが୙ྍḞです。

この度の㏻▱は、子どもたち࡬のᩍ育ά動を඘実させるためのྲྀり⤌みでも࠶ります。

　ⓙ様のࡈ理ゎとࡈ༠ຊを㔜ࡡてお㢪い⏦しୖࡆます。

。さいࡔいましたら、ྛ学校またはᩍ育ጤဨ఍までおၥいྜわせくࡊࡈ୙᫂なⅬがࡈ　

ႁに̞̾̀ފる̮ၑٜ̮̳͂۾のഩდႲ၁に͒ࢷڠ　տ֥会͢りお౶̵ͣ֗ޗ

日 月 火 水 木 金 土 

 1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30 31    

週刊かふう編集室「沖縄の家 MORE」編集委員会 / 編

正広コーポレーション

 『日本七十二候を楽しむ』白井明大 / 著・東邦出版　寄 贈

2025.12.27( 土 ) ～ 2026.1.4( 日 )
年末年始は閉まっています。

🌄年明け 2026.1.５( 月 ) より開室

本のリクエスト受付中

おひとり年度内５冊まで

お⍮ߖࠄ・図書ቶᖱႎ 䠐ਛ㧝଻⢒ታ⠌・お⍮ߖࠄ

࿹し̞に̞に、ً̢͇͇̮̳͂楽し̞時ۼʴ　ಎˏ༗֗৘ਠ

　11 月 19 日（Ỉ）、大宜味୰㸱年生が家ᗞ⛉のᤵᴗを฼用し、おおぎみ

こどもᅬにおいてಖ育実習を行いました。

　ඃしいお඗さん、おጜさんのⓏ場にᅬඣたちはࢡ࣡ࢡ࣡、࢟ࢻ࢟ࢻ♪

　࣎ール㐟ࡧをしたり、㐟具で㐟んࡔり、㉮ったり、お話ししたりࡑれ

。す᫬間を楽しみましたࡈれが思い思いに一⥴に㐣ࡒ

　㸱年生もᅬඣとኚわらないくらい඲ຊで㐟ぶ人、ᩍえୖᡭな人、ఱࡔ

かわからないࡅれどᅬඣたちがࡎっとついてくる人などᬑẁの学校生ά

ではぢられない一面をぢせてくれました。

　᭱ᚋにᗂඣ㒊のᅬඣがお♩のࢲンス披露。ᅬඣたちのかわいいጼに㸱

年生の㢦も࡯こࡧࢁました。

　もうすཷࡄ験を㏄える㸱年生。❺心にᖐりᅬඣたちと㐣ࡈすことでཷ

験ຮᙉの⑂れを⒵すことができ、大きなパ࣡ーをもらいました。

΋ηνΣΞͻ¦スクール୭౾に̫࢜たフ΁ーラθ開催のお౶̵ͣ
　大宜味村ではḟ年度より࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ㺃スࢡール（&6）のタ⨨をணᐃしています。

　子どもたちのよりよい学ࡧ・育ちをᨭえていくためには、関ಀする඲ての大人 �ᩍ⫋ဨ、ಖㆤ⪅、ᆅ

ᇦఫ民➼ �が子育てのᙜ஦⪅としての意㆑をもち、子どもたちにどう育っていって࡯しいのかをともに

⪃えることが㔜せです。&6 タ⨨にྥࡅ、子どもたちやᆅᇦの大人たちで意ぢ஺᥮఍をします。

඾時：令和７年ˍˎ࠮ˍˑ඾ ࠮( *ˍˑ：ˌˌȡˍ７：ˌˌ

ાਫ਼：大ܽྙ઀ࢷڠ　ఉ࿒എ৒

৘ঔ༹༷͂४加చય

　)ˍ*ˍ໐ )ঊ̓もたち͂語る *ˍˑ：ˌˌȡˍˑ：ːˌ

　　　ӱΞーζ：࣐きた̞ࢷڠ、ਯみた̞村に̞̾̀

　　　Ӳ࿒എ：ڠびの৽ఘ̜́るঊ̓もたちの୊ͬ໳き、࣐֗ޗଽやא׋ࢷڠの४ࣉに̳る

　　　ӳ४加చય：ःდ会ιンバー、঱ൺ会࿨֥、୆ര会࿨֥　ɦ౗́もཌྷಶ́きま̳

　)ˎ*ˎ໐ )大人൳আ́大ܽྙ村の֗ޗに̞̾̀語る *ˍˑ：ˑˌȡˍ˒：ːˌ

　　　ӱΞーζ：ঊ̓もたちの͢り̞͢ڠび・֗ちのた͛に́きるこ͂

　　　Ӳ࿒എ：౷֖ਯྦྷ・༗ࢌ৪・ࢷڠが௖ࡽにփͬࡉ੄し合̞、̷れ̸れの࿨ڬやފ൱̳͓きこ͂

　　　　　　　ͬྶ̥ͣに̳るこ͂́、௖ࡽに̷の֗ޗႁͬࣞ͛、͢りၻ̞֗ޗの৘࡛に঩̳るȃ

　　　ӳ४加చય：ःდ会ιンバー、౷֖ਯྦྷ、༗ࢌ৪、ࢷڠ૖֥

ঊ̓もたちのփͬࡉ໳̞̀

大人́დし合お̠ ""

ুဇ४加
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　　　「コミュニティスクールについてその３」

　　先月８日、 「全国コミュニティ･スクール研究大会、 地域とともにある学校づく

りフォーラムｉｎ仙台」 に参加してきました。

　文部科学省及び総務省による行政説明のあと、 「復興の足跡からみらいへ～コ

ミュニティスクールと地域学校協働活動の可能性～」 というテーマのパネルディスカッション

がありました。 ３.１１東日本大震災や北海道十勝沖地震、 飛騨地区豪雨など甚大な災害を受け

た経験のある地域の方３名がパネリストでしたが、 ３地区とも災害の前からコミュニティ・ス

クール (以下ＣＳ)を導入していたそうです。

　「日頃から地域の人との交流があったので尊い命が守れた」 「防災の学びは、 地域をよく知り、

どう関わるかを子供たちが考える学習・活動」 「ＣＳによって、 行政・学校・地域の連携・協働

の素地ができていたので復興も早かった」 などの発言が心に残りました。 午後の課題別事例発

表及びグループ討議では、 「地域とともにある学校」 から一歩進んで 「学校とともにある地域」

をつくるという視点での先進地域の具体的な事例発表と 「学校とともにある地域とは？」 のテー

マで数名によるグループ討議あり、ＣＳのよさや悩み・課題など数名でじっくり話し合うことが

できました。 最後にＣＳマイスターから、ＣＳを進める視点として①「学校問題＝地域問題」 とし

てとらえる視点 (教育の課題を地域の課題として議題化する）②「地域資源による教育課題解決」

の視点(地域人材活用、地域の支援、地域課題を教材化する）③子供の成長を地域で支える視点(子

供を地域の一員として育てる仕組み、 子供たちのためにという共有認識をもつ）という指導助

言がありました。

　「ＣＳは、 児童生徒のために何ができるか議論する場、 すべては子供のために！」

という認識で着々と準備を進めています。

政信教育長のあじま～コラム

　2025 年も残すところあと 1 ヶ月。 いつもと変わらないようで、 何だか忙しかったような気もします。 だからもう 12 月 !?
　とは言え、 今月もイベント盛りだくさん。 年末年始の帰省を楽しみに 1 日 1 日を乗り越えていきたいです。

⑼࡚࠙࠴ࡂࠥࠕ㧤ࡂࠥࠕࠠࠨࠟ࠽

ޕߔߢࡂࠥࠕࠠࠨࠟ࠽ޔ⑳ޕߔましま߾ߓおޓ

ޕ߁お߾ちߞࠄ߽ߡߖߐભᙑߣߞࠂちޔࠄ߆ߚߡ޿㐿߇㑐₵ޓ

ࠗ߆ߥ߆ߥ㗻߽ߪታޔߤࠇߌߛ⊛ᓽ․߇ߐし⟥ߩ⠅ߡߞ࡚࠙࠴ޓ

ߐ߰ޔ⋠ߩ࡝ࠢ࡝ࠢߦⷺ⸄޿㐳ޔߣࠆ⷗ࠄ߆ᱜ㕙ޕࠃߩࠆ޿ߡࠤ

㧩ࠂしߢࠆ߃⷗ߦࠇ߾⢷߽おしߩߐ߰

ኅߤߥࠬࠞࠬࡆࠗࡂޕ࡚࠙࠴ࠆ޿ߦߊㄭߩኅߩߥみんߪちߚ⑳ޓ

ޕ࡯ࠨ࡯ࡡࠢ࡯ࠪߪ⨲㘩ߩ⯻ᐜޕߔまߡๆⱣしߢ⧎⨲ࠆ޽ߡ߃ᬀߦ

ۭߔまߡߞߥߦお਎⹤ޘᐜ⯻౒ߪߦちߚੱߩᄢቱ๧᧛ߢߩߥޓ

੹᦬ߩ߽߈↢ߩ

１日（月）༊㛗఍（小）᣺᭰ఇ日

㸴日（土）（ᅬ）生άⓎ表఍

12 日（㔠）（୰）くがにⓎ表఍

わんぱく体験団յ ～ 1� 日

16 日（ⅆ）（୰）୕⪅面ㄯձ

18 日（木）（୰）୕⪅面ㄯղ ～ 19 日ճ

19 日（㔠）子ども㆟఍　（ᅬ）学⣭᠓ㄯ఍

஺㏻Ᏻ඲ࢩー࣠ࢡーࢧー作ᡓ

2� 日（ⅆ）（ᅬ）お楽しみ఍

2� 日（Ỉ）（ᅬ・小・୰）２学ᮇ⤊ᴗᘧ

25 日（木）ࣜࢡス࣐ス

ᐃ౛ᩍ育ጤဨ఍఍㆟

26 日（㔠）ᐁබᗇ௙஦⣡め

�1 日（Ỉ）大ᬉ日

13 ࠮ 31 ඾

Ώーラカンス඾


